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両親媒性フタロシアニンの合成と光線力学的治療への展開
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光線力学的治療法(PDT)は癌治療法の一種であり,腫癌集積性色素を可視レーザ
ーによって光励起し,その結果生じる活性酸素種により腫癌細胞を破壊する｡フ

タロシアニン(Pc)は皮膚透過性の高い赤色のモル吸光係数が大きく,第二世代

pDT薬として注目を集めている｡しかし,Pcはその平面構造のため,凝集作用に

より光増感作用が失活する｡当研究室では以前,トリフルオロエ トキシ(TFEO)化

されたpcが,フッ素の反発力によって凝集しないことを報告し,この非凝集性を

持つPcを利用したpDT薬の開発を行ってきた(N.Shibataetal.Angew.Chem.Int.Ed.
2006,45,8163.)｡PDT薬のもう一つの重要なファクターとして,親水性と疎水性の

バランスが挙げられる｡今回我々は,脂溶性の高いTFEO-Pcに水溶性を付与する

ことで,高活性なpDT薬を開発することを試み,シクロデキストリンハイブリッ

トフタロシアニンの開発を行った｡合成した化合物は分配係数logPを調べた結果
から,高い親水性を付与できたことが判明した｡ま

た腫癌細胞 HT1080に対し,invitroにおけるPDT

試験を行ったところ,高い活性を示した｡
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